
金
属
の
畿
威
５
鋼
向
上

オ
ダ
チ
ュ
ー
プ
議
盛

大
韻
大
学
の
繊
線
勝
義
畿

般
ね
北
海
韻
拭
串
の
古
月
文

韻
教
授
ら
勢
ダ
捧
車
プ
績
、

ナ
ノ
様
夕
棄
材
で
鵡
鶏
力
４

ポ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
プ

（簡
状

搬
繋
分
子
ヤ
様
横

均
て
騒
縛

幹
綾
瑠
の
強
度
を
式
購
鵡
轟

韓
る
救
輔
を
翻
韓
移
た
ゃ
マ

ダ
ネ
シ
字
品
韓
☆
タ
ン
な
ど

の
犠
騒
を
五
親
以
上
問
め

た
ぃ，
強
度
が
上
が
る
と
穣
澄

部
品
と
薄
く
輩
韻
る
の
で
、

爵
敷
釜
や
脱
熱
機
、
家
電
！館

品
を
大
幅
進
幾
く
で
器
る
。

新
機
術
魁
ナ
メ
群

泳
セ
プ

程
途
縄
中
で
均

一
艦
身
隷
さ

せ
器
正
と
に
法

っ
て
搬
度
を

高
め
る
。

ナ
ノ
チ

ュ
ー
ザ
終
鞠
嫌
な

蝉
麟
活
性
剤
に
溶
か
し
て
塗

隠
静
と
縄
ぜ
、
水
業
で
満
た

し
た
容
議
督
線
熱
心
こ
う
じ

て
で
器
角
紛
策
を
押
岳
贈
お

る
と
、
十
ノ
チ

ュ
ー
プ
が
金

麗
隅
造
を
壌
く
締
ぴ
伸
け
強

度
を
綴
め
る
。

す
ノ
チ

ュ
ー
プ
雅
賦
盤
比

で
け

。
一
％
ほ
ど
縦
ぜ
る
だ

け
で
、
引

っ
横
り
や
曲
く
！
ゴ
馬

対
す
る
叢
盟
が
玉
―
六
割
向

上
し
た
，
財
鞘
費
の
上
蝉
憩

一
ド
ギ
当
た
り
十
欄
眼
醒
で

穏
強
，
マ
ダ
ネ
ン
ウ
ふ
や
子

ヤ
ン
の
ほ
か
、
緩
☆
な
金
属

性
応
用
が
電
磁
ぐ
単
故
熱
勅

黎
や
導
寵
曲
伸
曲
上
が
幾
静

で
き
る
態
い
う
き

マ
ダ
ネ
シ
？
ム
の
比
猷
憾

鉄
の
掛
分
の

一
、
ｒ
わ
ミ

ユ

ウ
ふ
め
三
分
の
二
で
、
祭
樺

熱
磁
め
中
で
鷺
も
軽
い
客
チ

タ
ン
の
地
最
絵
鋼
韓
ス
テ
ン

じ″
ス
の
剛
納
は
ど
．
い
ず
れ

も
輯
生
す
る
金
属
よ
響
も
糠

度
が
低
く
、
厚
み
綻
鼎
ず
必

戦
が
あ
る
た
韓
、
館
鱗
地
の

強
眼
埜
十
分
に
憾
錯
揺
で
様

な
い
で
い
た
．
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